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コロナ禍における経済対策と今後の都の支援策 
 

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、季節性インフルとの同時

流行への備えも含めた感染拡大防止対策を進めていく必要がある。 

そうした中、これまでの感染防止策の影響を被った都内経済は今も低迷して

おり、中小零細企業は、依然として極めて厳しい経営環境にある。 

一方、感染の拡大が本格化する中、都は、医療機関への支援、都民生活への

支援、都内事業者への支援など、各種支援策を次々と打ち出してきたが、そう

した支援策の中には、当初想定していた終了期間が近づいているものもあり、

今後の支援のあり方に不安を感じている方も多いと聞く。 

そこで、新型コロナ感染の長期化も見据え、以下の対策を早急に実施するよ

う強く要望します。 

 

記 

 

 

（経済対策） 

都議会自民党は、例年、中小零細企業への制度融資、金融相談や経営相談を

はじめ、就業相談など、中小事業者等への対応を知事に要望しているが、今年

は、コロナ禍という要因も加わり、極めて厳しい経営状態にある中小企業事業

者への支援は急を要する事態となっている。早急に必要な経済対策を実施する

こと。 

 

（コロナ感染拡大防止に係る各種支援策） 

 都の各局は様々な支援策を展開しているが、それらは感染拡大が本格化する

中、緊急対策として取り組んできたものである。コロナ禍の収束が見通せない

現状を踏まえ、支援期間の延長など、当面、年度末を想定して、都の支援策全

般を再度整理し、今後の見通しを都民に早急に示すこと。 

 


